
【発明の概要】 

２次元電気泳動等によるタンパク質の泳動ゲルを検出する染色剤として、脱色洗浄操

作の不要な新規染色剤を見出した。 

 ２次元電気泳動の泳動パターンの検出法として染色剤を用いる方法が広く行われてい

るが、既存の染色剤は泳動層のゲル自体も強く染色してしまうことから、色素による染

色後に一度ゲルを洗浄し脱色操作を行うことが必要である。この洗浄脱色操作には通常

３０分以上の時間を要しており、研究現場ではより迅速で簡便な検出法が望まれている。 

 本発明は種々のピレン誘導体が、ゲル自体の染色があまり生じず上記の洗浄脱色操作

が不要であることを見出したので、該誘導体を迅速簡便で新規なゲル電気泳動染色剤と

して提供するものである。 

タンパク質の修飾（リン酸化、アセチル化、メチル化等）が種々の疾患と関係するこ

とが知られており、現在疾患と関連づけたプロテオミクスの研究が盛んにおこなわれて

いる。本発明の染色剤はそれらのプロテオミクス研究に必須の２次元電気泳動を用いる

場面において極めて有用であり、また将来的には診断分野での利用も期待される。  

比較：Sypro Ruby® 本発明：ピレン誘導体Ａ 本発明：ピレン誘体Ｂ 

  （洗浄有）  （洗浄無） （洗浄無） 

＊画像解析装置：Typhoon FLA 9500, λex 473nm 

図．２次元電気泳動によるタンパク質のゲル染色の比較  

【応用分野・適用製品】 

応用分野： 生化学研究分野、診断分野、特にプロテオミクスを主とする分野 

適用製品： 電気泳動ゲルで分離されたペプチド、タンパク質の染色剤、染色キット 

ヘルスケア分野での簡易診断キット

【産学連携会員企業の皆様へのアピールポイント！】  

・染色後の洗浄操作が不要で迅速な検出が可能

・タンパク質の修飾と疾病との関係をはじめとしたプロテオミクス研究の発展に寄与

・簡便な操作であることから簡易診断キットとして「未病」関連分野での応用が期待できる
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